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新府城跡の発掘調査は、平成10年度に国が設けた環境整備のための補助事業

として採択されたもので、本年度は 2年次となります。

平成10年度は、西三の丸の発掘調査を手がけましたが、城の造成の跡、柱穴、

礎石等の遺構や、カフラケ・白磁 。鉄釘・砥石などの遺物が発見されており、

それらについての成果は前年度に刊行した報告書にまとめてあります。

本年度は、東三の丸と二の丸の発掘調査を行いました。調査の成果は、この

報告書の中で御覧頂けると思いますが、東三の丸からは造成の痕跡が確認され、

白磁 。染付・瀬戸美濃などの陶磁器の破片のほか、常滑焼の甕や瀬戸美濃の情

鉢の破片が出上し、城内での往時の生活を垣間見ることができるような遺物が

次々に発見されました。二の丸においては、虎口部分の発掘調査が行なわれ、

門の柱を乗せたと思われる礎石の平石が確認されました。これらも新府城跡の

当時の姿を現在に伝えるものとして大変貴重な発見でありました。

韮崎市では新府城跡の整備事業の開始にあわせて、市民の皆様をはじめ多く

の方々に、新府城跡の具体像を知つていただき、将来に向かつて新府城跡のあ

るべき姿を考え、ともに勉強する場となればと考え、平成11年 11月 7日 に「『戦

国の浪漫 新府城』ふるさとの城を語ろう」と題したシンポジウムを開催いた

しました。シンポジウムでは歴史研究者の網野善彦先生の記念講演をはじめと

して、史跡新府城跡保存整備委員会の委員の先生方を中心に、武田氏や新府城

跡、武田勝頼に関する基調講演をお願いしたあと質疑応答を行いましたが、市

内はもとより、県内外から500名 を超える参加者があり、活発な討議がなされ、

盛況のうちに終了することが出来ました。

こうした発掘調査やシンポジウムの成果を今後の整備に生かして参 りたいと

考えております。

最後になりましたが、調査に際し多大なご理解 。ご協力とご指導を賜わりま

した関係各機関・各位に厚く御礼申し上げます。

平成12年 3月 31日

韮崎市教育委員会

教育長 輿 石 薫



例  言

1 本書は、山梨県韮崎市中田町中条字城山に所在する新府城跡の発掘調査報告書である。

2 調査は、文化庁の指導による史跡の環境整備事業にともなう事前調査であり、平成11年 (1999)度

は、 2年次にあたる。

3 調査主体は韮崎市教育委員会で、調査経費については国庫・県費の補助金交付を受けた。調査組

織は別に示すとおりである。

4 発掘調査は、平成11年 6月 5日 から10月 7日 まで実施した。

5 整理作業及び報告書作成にかかわる業務は韮崎市教育委員会が実施し、報告書の執筆は、第 1章

3を利根川淳子、第 5章 2を降矢哲男、それ以外は山下孝司が執筆し編集を行つた。なお、出土陶

磁器に関しては、小野正敏氏にご教示をいただいた。地中レーダーの成果はテラ 。インフォメーシ

ョンの報告書から抜粋しまとめた。

6 調査によつて出土した遺物並びに図面 。写真等の諸記録は韮崎市教育委員会が保管している。

7 凡例

①遺構・調査区等の名称並びに番号は、発掘調査現場において付けたものである。

②遺構・遺物の縮尺は各挿図ごとに示した。

③断面図の水糸標高(m)は数字で示した。

④遺物土器断面の網点は陶磁器、白ぬきは中世土器をあらわしている。

⑤写真図版中の遺物と実測遺物との番号は対応している。

8 発掘調査から本書作成に至るまで、下記の諸氏及び機関から御指導・御協力を賜つた。記して感

謝申し上げたい。 (順不同・敬称略)なお、史跡新府城跡保存整備委員会の組織は別に示すとおり

である。

地元中田町・藤武神社総代・史跡新府城跡保存整備委員会・文化庁文化財保護部記念物課 。山梨県

教育庁学術文化財課・甲府市教育委員会・山梨県埋蔵文化財センター・帝京大学山梨文化財研究所 。

韮崎市郷土研究会・北巨摩市町村文化財担当者会・諏訪間順・佐々木健策・飯塚政美 。大平愛子・

小島幸雄 。中西聰・網野善彦・田畑貞寿 。百原新・藤本正行・室伏徹・伊藤公明

調 査 組 織

1 調査主体 韮崎市教育委員会

2 調査担当 山下孝司 。閏問俊明 (韮崎市教育委員会社会教育課 )

3 調査参加者

須賀富夫・高添美代子・萩原かつ美・小林正子・根岸利昭・降矢哲男・利根川淳子・清水知恵

4 事務局 (韮崎市教育委員会社会教育課 )

教育長 輿石薫、課長 山本雄次、課長補佐 下村貞俊、係長 藤巻明雄、齋藤進
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第 1章 遺跡の立地と環境

1 遺跡の立地

新府城跡は山梨県韮崎市中田町字城山に所在す

る。

韮崎市は、山梨県の北西部に位置 し、甲府盆地

の北西端を占めている。地形的には市内を貫流す

る富士川 (釜無川)・ 塩川により、ほぼ山地・台

地 。平地の三区域に分けられる。

台地である七里岩は、八ヶ岳の山体崩壊にとも

な う韮崎岩屑流 と束西を流れる塩川 と富士川 (釜

無川)に よつて形成された台地で、西側を流れる

富士川 (釜無川)に よる台地の侵食は激 しく、比

高70mの侵食崖が長野県下蔦木から韮崎までの間

約30kmに わたつて連綿 と続いており、奇観を呈し

七里岩の呼称のおこりとなっている。富士川 (釜

無川)は水量は比較的多いが、川幅が広 く普段は

流れが緩やかである。 しかし、ひ とたび集中豪雨

2 周辺の遺跡

が降ると南アルプス前山の山々から土石流が多量

に流れ込み、氾濫による大水害を起こすこと度々

であった。台地東側は塩川の氾濫原で肥沃な平地

をつくりだ してお り、中田町・藤井町にまたがる

藤井平は、穀倉地帯 として古 く「藤井五千石」 と

呼ばれていた。台地上には韮崎岩屑流によつてつ

くられた小円頂丘 と窪地が散在する流れ山地形 と

なってお り、湧水地が点在 し、畑 と果樹園が多い

田園地帯となっている。

七里岩台地上は、湧水地を中心に現在の集落や

原始・古代の遺跡が展開する傾向があり、小円頂

丘は中世の城郭に利用されている。新府城は中田

町中条上野集落の西に屹立する円頂丘に築かれた

城郭である。

番 号 遺 跡 名 時 代 区 分 備  考

① 新 府 城 跡 戦 国 国指定史跡

②
苔
目 見 城 跡 戦 国 平成 9年度    韮崎市遺跡調仝会調査

③ 坂 井 遺 跡 縄文・弥生 。古墳 。平安 志村滝蔵『坂井』地方書院昭和40年

④ 坂 井 南 遺 跡 縄文・古墳 。平安・中世 昭和57年～平成 7年韮崎市教育委員会・韮崎市遺跡調査会調査

⑤ 坂井遺跡 (茅 林地区 ) 弥生 平成 9年度    韮崎市遺跡調査会調査

⑥ 坂井遺跡 (天神前地区) 縄文・古墳 平成 9年度    韮崎市遺跡調査会調査

⑦ 天 神 前 遺 跡 縄文前期 志村滝蔵『坂井』地方書院昭和40年

⑥ 中 田 小 学 校 遺 跡 縄文・弥生・奈良・平安 昭和59年度    韮崎市教育委員会調査

◎ 中 道 遺 跡 縄文 平安 昭和60年度    韮崎市教育委員会調査

⑩ 金 山 遺 跡 中世～平安 昭和60年度    韮崎市教育委員会調査

① 一副 田 遺 跡 奈良・平安 昭和62年度    韮崎市教育委員会調査

② 宮 ノ 前 第 2遺 跡 奈良 平安 中世 平成 2年度    韮崎市教育委員会調査

⑩ 宮 ノ 前 第 5遺 跡 奈良 。平安 平成 8年度    韮崎市教育委員会調査

⑭ 宮 ノ 前 遺 跡 縄文 。弥生 。奈良・平安 平成元年～ 2年度 韮崎市遺跡調査会調査

① 後 田 遺 跡 縄文 。古墳・奈良 。平安 昭和63年度    韮崎市教育委員会調査

⑩ 三 宮 地 遺 跡 縄文晩期・弥生前期・奈良・平安 平成 9年度    韮崎市遺跡調査会調査

① 後 田 第 2遺 跡 縄文・弥生・古墳・平安 平成 7年度    韮崎市遺跡調査会調査

⑩ 上 横 屋 遺 跡 弥生・古墳・奈良 平安 平成10年度    韮崎市遺跡調査会調査

⑩ 北 下 条 遺 跡 弥 生 余良 平 安 昭和57年度    韮崎市教育委員会調査

⑪ 下 横 屋 遺 跡 弥生・奈良 。平安 平成元年度    韮崎市遺跡調査会調査

⑪ 山 影 遺 跡 縄文 平成 5年度    韮崎市遺跡調査会調査

② 駒 井 遺 跡 奈良 平安 昭和60年度    山梨県埋蔵文化財センター調査

⑩ 枇 杷 塚 遺 跡 古墳 平成 7年度    韮崎市遺跡調査会調査

② 塩川下川原堤防遺跡 近世 。近代 平成 9年度    韮崎市調査

⑮ 白 山 城 跡 中世 平成 8年～ 9年度 総合学術調査

⑩ 新 田 遺 跡 縄文・弥生・平安 平成 6年度    韮崎市遺跡調査会調査

-1-



rツ
ロ

r`｀い、＼
｀■嗣旧 デヽ

と掛
ノン

第1図 新府城跡①と周辺の遺跡 (1/25,000)



3 新府城・武田勝頼関連年表

和 暦 西 暦 月 日 項事 料史

永正16

天文 7

天文15

永禄 5

永禄 7

永禄 8

永禄10

元亀 2

天正元

天正 2

天正 3

天正4

1519

1538

1546

1562

1564

1565

1574

1575

1567

１

　
　

　
　

３

７

　
　

　
　

７

５

　
　
　
　

５

1576

5,15

12.20

7,19

11.13

10.19

11

12.27

4.12

7.20

8

9.8

9.21

12.28

生9

1.27

2.5

6.11

F・111.11

5.21

11.27

3.30

信虎、新府中(甲府)御鍬立①

信虎、府中に移る②

韮崎合戦がおこる③

勝頼、誕生する④

勝頼、高遠城主となる⑤

勝頼、小野神社に梵鐘を寄進⑥

信玄、嫡子義信を甲府東光寺に幽閉する⑦

諏訪勝頼、織田信長幼女(遠山友勝の娘)を要る③

嫡子義信、東光寺で自害する⑨

勝頼室繊田氏、嫡男信勝を産み死去する⑩

甲相同盟復活①

武田信玄、信州駒場にて死去する⑫

徳川家康、三河に入り長篠城を攻める①

家康再び長篠城を攻める。この時勝頼は出馬せず⑭

家康、長篠城を落とす①

三河手作城の奥平貞能父子、勝頼に背き家康に通じ

る⑩

勝頼、遠江須雲田原に出陣し、属城を巡検して諏訪原

に築城し、帰国する①

上杉謙信、信長及び家康と謀り勝頼を撃とうとする①

勝頼、美濃国岩村口に進攻し、明智城を取巻く⑩

勝頼、美濃に進攻し、兵を遣わし遠見を攻める⑩

勝頼、家康の将小笠原長忠を遠江高天神城に囲む④

勝頼、佐久郡依田玄春と共に、遠江二俣城に在城す

る②

勝頼、三河設楽原で織田・徳川連合軍に敗れる④

織田信忠、勝頼の将秋山信友を美濃岩村城に囲み落

とす⑭

勝頼、高天神城に兵糧を入れようとして駿河駿東郡

に出陣する⑮

「高白斎記」

「甲陽軍鑑」

「甲斐国志」

「甲斐国志」

小野神社銅鐘

「甲陽軍鑑」

「甲斐国志」

「甲斐国志」

「甲斐国志」

由良文書

「当代記」

「当代記」

「当代記」

「当代記」

竹重文書

「三河物語」

榊原文書

「信長公記」

「武家事紀」

武州文書

竹重文書

「兼見卿記」

「兼見卿記」

「甲陽軍鑑」
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和 暦 西 暦 月 日 項事 料史

天正5

天正 6

天正7

天正8

天正9

1577

1579

1581

1578

1580

4.16

1.22

8.28

10.20

3.9

3.13

3.13

5.29

6.7

6.22

8.20

10.1

11.3

4.25

7

7.30

9。 5

9,25

10.24

3,7

4.9

5。5

8,14

9.20

1.22

3.6

3.22

5。 13

信玄の葬儀が行われ、勝頼が喪主をつとめる④

勝頼、北条氏政の娘を要る⑦

勝頼、遠江諏訪の原の城を攻め落とす④

勝頼、遠江小山今城より大井川を越えて引く⑩

家康、駿河に進攻し、勝頼の属城駿河田中城を攻

撃する⑪

家康、勝頼の属城小山城を攻める①

上杉輝虎、没す⑫

勝頼、上杉景虎を援けるため、信濃境に出陣①

景勝、勝頼に和を求め、勝頼これに承諾する⑭

勝頼、海津城より長沼に移陣し、上杉景勝と連携

をとる③

勝頼の斡旋により上杉景勝、景虎と和す①

勝頼、上杉氏の和議がならなかったため甲府へ帰

る⑦

勝頼、横須賀にせまり家康と対峙するが、高天神

へ引く①

勝頼、遠江国安に陣す⑩

上杉景勝、勝頼の妹菊と婚約を結ぶ⑩

勝頼、武蔵・上野の地を攻略し、厩橋城に入る①

北条氏康・徳川家康と和し、勝頼を討つ事を約束

する⑫

勝頼、駿河府中に出陣する④

勝頼の兵、駿河を侵し高天神城に入る④

勝頼、北条氏政を討ち、相模・伊豆を平定するよ

うに信濃練光寺に立願する⑮

勝頼、北条高広の宥免を景勝に斡旋することを約

束する④

勝頼、北条氏政と駿河喜瀬川に対峙する。家康、

勝頼の属城田中城を攻める④

勝頼、北条氏政と駿河喜瀬川に対峙する④

勝頼、上野新田を攻める④

真田昌幸が新府城の普請のために人足を徴発した①

武田勝頼、原隼人祐・浦野孫六郎に新府城の普請

を念入りにするよう伝えた①

家康、勝頼の属城高天神城を落とす②

武田勝頼、原隼人祐と岡部丹波守に新府城の普請を

急がせた③

「天正玄公仏事法語」

「甲陽軍鑑」

「三河物語」

「家忠日記」

「家忠日記」

「家忠日記」

「上杉家文書」

「歴代古案」

「杉原謙氏所蔵文書」

「信濃史料所収文書」

「上杉家文書」

「歴代古案」

「家忠日記」

「家忠日記」

「甲陽軍鑑」

「家忠日記」

「家忠日記」

「家忠日記」

「東光寺文書」

「歴代古案」

「家忠日記」

「家忠日記」

「家忠日記」

朽津文書

「長国寺殿御事蹟稿」

原文書

「三河物語」

「諸州古文書」甲州
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和 暦 西 暦 月 日 項事 料史

天 正 9

天正 10 1582

1581 9

10.29

11.10

11.24

12.24

12.26

2.2

2.3

2.16

2.19

2.28

3.2

3.3

3.11

4.3

6.2

7.3

8.6

8.7

8.8

8.10

8.11

8.29

9.29

10.29

11.4

12.11

12.12

新府城落成を友好諸国に披露⑭

勝頼、駿河で北条氏政の兵と対時する①

武田勝頼、上杉謙信に新府城入城の遅延を知らせ

た①

勝頼、信玄養子 (長勝)を実父織田信長に送還する⑦

勝頼、本拠を瑯問ケ崎館から新府城へ移す①

新府城移転につき、祝儀の礼を述べる①

木曽義昌が謀反し、織田信長に通じた。武田勝頼、新

府今城より出陣し、諏訪郡上原に陣を据えた⑩

織田信長、武田勝頼への総攻撃を指示①

武田勝頼、鳥居峠で織田・木曽連合軍に敗退⑦

勝頼夫人が武田八幡宮に勝頼の武運長久を祈願す

る願文を奉納①

勝頼、新府城に帰陣①

高遠城 (上伊那郡)が織田氏によつて落城①

勝頼、新府城に火を放ち岩殿城へ向い逃れる⑩

織田信長の将、滝川一益、勝頼を甲斐田野に囲み、勝

頼自殺する(武 田氏滅亡)①

織田信長、新府城の灰儘を見分し、甲府に至り武田

氏館跡に陣す①

京都本能寺の変で織田信長死去③

徳川家康、信州攻略のため穴山衆らに新府城を拠点

として行動するように命ずる⑩

信州計略の徳川軍、北条氏直の進攻により、新府ま

で引く①

敵陣の進攻により、家康備えの軍も新府山に出陣②

家康、古府中より新府へ物見に移る④

家康、甲府を出て新府城を本陣とし、北条氏直と対

峙する⑭

新府の向かいに、新たな砦を建設①

家康、甲斐新府で北条氏政と対峙する④

初鮭を城にふるう①

徳川・北条和睦、新府城は徳川氏がおさえる⑩

家康、甲斐新府にて、松平家忠に勝山砦の修築を命

じる⑩

徳川家忠、古府へ出任 (家康の本陣であった新府城

はその役目を終えたか)③

家康、甲斐国の守備を鳥居元忠らに命ずる③

「諸州古文書」武州

「甲斐国志」

上杉家文書

「甲陽軍鑑」

守矢文書

矢崎家文書

「信長公記」

徳川黎明会所蔵文書

「信長公記」

武田八幡宮文書

「信長公記」

「信長公記」

「信長公記」

「信長公記」

「信長公記」

「公卿補任」

信濃史料所収文書

「家忠日記」

「家忠日記」

「家忠日記」

「家忠日記」

「家忠日記」

「家忠日記」

「家忠日記」

「家忠日記」

「家忠日記」

「家忠日記」

「鳥居家中興譜」
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永正16 永禄 5
①「高白斎記」 ⑤「甲斐国志」巻之九十四 人物部第三

同月十五日新府中御鍬立テ初ム、同十六日信虎公御見分、   永隷五壬成年六月立二勝頼_、 馬二諏方名跡_是募二相俸

②同十二月十日庚辰信虎公府中江御屋移り、

ノ信ノ字フ去 り用二頼字_胃二祀姓_ト アレトモ其事ハ今

明檬ナシ伊奈四郎 卜稀ス ト云モ時人ノ根 リニ所レ喚ナル

ヘシ未レ祠二適證_但シ四郎勝頼 トハ有レ之士隊終八人騎

馬二百フ局シ伊奈郡ノ郡代 トシテ高遠二在城ナリ天文7
③「甲陽軍鑑」第十八

諏訪頼茂、伊奈の侍衆をかたらひ、小笠原長時雨旗にて、    永審飛7
都合九千六百の着到を付、甲州にらざき (韮崎)迄打入、   ⑥ 〔銅鐘〕(長野県塩尻市小野神社所蔵)

七月十九日に、信州衆、荒手を入替、日の中に、四度の   (陰刻銘)

合戦なり、先づはじめは、諏訪衆を以て、一合戦、旗本   信州小野大明神宮鐘之銘

をもつて、雨度の軍なり、小笠原衆、先勢をもつて 一   夫海岸有一獣、謂之蒲窄、其鷲

合戦、旗本をもつて一合戦、雨どの軍なり、一日に四度   如鐘而性畏鯨、故錆者作蒲牢

の合戦なり、叉甲州勢、殊に信虎公御追出の朝り成る故、    形、亦復造鯨魚、以撃則大鳴央、

かれこれ人敷ちり、六千餘計りなり、六千の人敷、飯富   叢林古規、清廣一法器也、朝聞

兵部、一番合戦、睛信公旗本二の勝、二番合戦甘利備前、    者停苦絶悪、暮聞者脱迷出厄、

是れも晴信公、御旗本にて二の勝なり、三番合戦小山田   今藪郡主神勝頼、於小野神前、
古備中なり、二の勝は是れも御旗本、四番合戦、板垣信   命見氏造大鐘、T/j就慈雲山主
形、是も御旗本にて、二の勝なり、二の勝といふに口博   (天桂)

あり、右四人の侍大降、一二三四の圃取りをもつて如レ   玄長、請解此義、抽偶一篇、述而

此なり、但し御旗本の後備今井伊勢、日向大和、雨人雑   以應其命、寸走撞巨錆、其斯之

兵三百計り、一手に作り、にらざきたかき虎に、備を立   謂欺、偶日、

て、是は少しも働かす、味方甲州、地戦たりといへども、     神廣法鐘新鍔成、蒲牢形体甚分明

時分がら信虎追出の初、しかも、大脂睛信公十八歳にて、     森羅高象甘功徳、月白霜天百八鷲

若くまします、敵は多勢なり、四度日の合戦には、各草 (十一月)

臥れあや うかりつるなれども、原加賀守といふ侍大脂、      永藤七甲子年仲冬下溝日

甲府の御留主に有りつるが、西郡、東郡の地下人、或は    大檀那諏方四郎神勝頼

甲府町人、二十歳をきりて、五十四五歳までの者どもに、

古具足をあつめさせ紙小旗をさ せゝ、古き鐘、または竹   永禄8

の柄に、古長柄の、みを指しこみ、日釘をうつて、都合   ⑦「甲陽軍鑑」第二十三

五千ばかりにて、さ めゞきわたつて、にら崎の合戦場へ、    義信若氣故、恨みなき信玄に逆心をくわだてさする談合相

おし束るをみて、さすがにたけき信州勢、他國へ末りて   手の棟梁に、兵部成候事、此五ケ條、御書立を以て、飯富兵

の戦、其上前三度の合戦に、三度ながら、をくれをとり   部御成敗なり、太郎義信公其年十八歳に成給ふ、御成敗な

たる故、終には睛信公の旗本にて、入くづされ、それよ   さるべく候へとも、信呟公よりは、御慈悲を加へられ、籠舎

り後、かへして戦ふ事もなく、睛信公勝利を得給ひ、信   させ御申なさる 、ゝ

州勢を討取る、其敷二千七百四十八、天文七年七月十九

日、辰の刻より、未の半迄の合戦なり、           ③「甲斐国志」巻之九十四 人物部第三

夫人織田信長ノ義女永隷八乙丑年霜月十三日婚ス賞ハ濃

州苗木城主遠山勘太郎ノ女信長ノ姪女ナリ

④「甲斐国志」巻之九十四 人物部第三

一 〔武田四郎勝頼〕睛信ノ四男ナリ天文十五年丙午月日   永栃J0
⑨「甲斐国志」巻之九十四 人物部第三

晴信ノ長男ナリ天文七年成成年生ル母ハ三條氏、弘治二丙

天文 15

生ル
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辰年要二今川義元女_烏二夫人_永藤八乙丑年有二隠謀磯

覺_幽セラル同十丁卯十月十九日深室二逝ス年二十、

⑩同十丁卯年生二信勝_而逝去ナリ

元亀 2
①北條氏政条書 (由良文書。東大史料編纂所所蔵)

条目

一、疾二以使可申展処二、去月自中旬、喉気煩平臥、甘

八日針を立、正月七日始而表へ罷出候、又用所余火急ニ

無之儀二候条、芳遅ミ、相以無沙汰候事、

一、旧冬十七、惣努大計策之筋目、氏邦二申付申届侯キ、
(北條

付、十一日之返札、今十五辰刻到来、如披見者、兼而相・

甲整一和為知不申儀、被失面目由、被顕紙面候、誠無余

儀候、但、始同名家老之者、旧冬十七、初而為申聞候、

此処無偽条、顕誓詞事、

付、臨此節、存曲折、陳法二努無之侯、心底二対貴

方無疎略而蒙恨儀迷惑候条、如此候、此上不破聞届

而、氏後を敵二被伏候共、不及力候、同者年来入魂

之節目与云、又心腹之無沙汰努無之間、前 こ二立増

柊被相談者、可為祝着事、

一、相・甲一和様子事、
(上杉氏 )

付、自越手切之一札入披見事、

付、自是之一札之写入被見事、

一、国分事、以前新太郎所へ之書面二尋給候、関八州ニ

自甲綺無之候、但、自前 ミ被相拘候西上州之事者、自元

此方之綺有間敷候事、

一、越陣之様子、具為知可給事、

以上、
(元亀三年 )

正月十五日  (「調」朱印)

(国繁 )

由良六郎殿

由良薄種埠殿

天正元

⑫「当代記」巻 1

同四月、信州於二駒庭_武田信玄卒、年五十三、及二十ヶ

年一精進潔齋たりと云共、自二去二月_、 依レ煩魚鳥被二

服用一、信玄病死を相隠し、三ヶ年不二露頴一、信玄三

男四郎勝頼縫一其跡_、 信甲駿西上州の主たり、

⑩七月廿日、三川長篠江家康公御働、火矢を被レ鳥レ射

之虎、城中同九共悉焼失間、則取詰被レ攻レ之、

⑭同八月中旬、鳥二長篠後詰_信甲駿西上野人敷、三川

遠江雨方江出慶旨瞥覆県しよ

①九月八 日、長篠城落去、城主室賀一棄軒 ⊆馨雹、 長

篠主菅沼伊豆守、同新九郎令二懇望_之間、助二身命_

鳳末寺筋へ被レ送、長篠城には三川衆を被レ置、家康公

遠州へ早速に有一帰馬_、

⑩武田勝頼書状 (竹重文書・東大史料編纂所所蔵)

(一筆候力)(枡而力) (地謀版之力)

急度染□□□、国□適地内通之族如申越者、於其□□□

□輩就有之、其地へ成格之由侯、城内之用心不可琴留跡

候、自然三十六人衆之内、謀叛之輩可有之軟、不審二候、

高野被相談、用心等可被入子念候、鳥其越早飛脚候、猶

長々在番、苦労不知所謝候、近 日番替可相移候、可御心

安候、恐々謹言、

(天正元年)

九月八日

上條伊勢入道殿

伴野宮内少輔殿

小幡民部助殿

依田能登守殿

汀邑擦五郎殿

(武 田)

勝頼 (花押 )

①「三河物語」

然間、元亀四年癸酉の暮に、勝頼ハ遠江ゑ御出馬有て、

久野・懸河へあて 、ゝ国中へ押出して放火する。其より、

天竜河の上の瀬をのり越て、浜松へ働き、馬込之河をへ

だて 、ゝ足軽をして、其より引取て、神増の瀬を越、社

山を越て山梨ゑ出て、蟷田が原に陣を取給ふ。

然る処に、勝頼ハ、諏訪之原へ御陣替を被レ成て、御

越有て、縄打を被レ成て城を取給ふ。

天正 2
①上杉謙信書状 (榊原文書・信濃史料所収)

(徳 ,Iけ

越中踊陣巳来者、家康不申通、本意之外候、内 旧ヽ冬至

子信・甲、雖可及調儀侯、味方中不相調、遂越山侯へ者、

家康効努も不休候欺、味方中烏可調、営春迄令延引候、

然処、関東之諸士、何も属営方候条、営十八令越山、於

西上州可揚放火候、被遁此時節侯者、於信・甲不可有一
(織田)

功候間、信長江有諷諫、急度被及手合、被付興亡候様二、
(勝頼 )

家康へ諫言専一侯、例式武田四郎計碁名之下二候間、不
(村 上源五國清)

可過推察候、猶巨細村源可演説候、恐 こ謹言、

(天正三年 )

正月九 日

(康政)

榊原小平太殿

(上杉)

謙信 (花押 )
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⑩「信長公記」巻七

正月甘七日 武田四郎勝頼 岩村口相働

明智の城取窓の由注進候則鳥後詰

⑩上杉謙信書状案 (武家事紀・国会図書館所蔵)

折紙
(遠江 )

熊以早飛脚申屈侯、家康二俣被取詰付而、信州・西上州

之人敷、至子其國、馬後詰相勤之由侯間、至子上州沼田

著馬候、営月十六日二、必西上州二可揚放火候、此節之

手合専一候、取遁此間候者、惟可馬後悔侯、一昨切上州

至子沼田打著、始諸家中開東之諸士、何モ打浮候、於此

口者不審有間敷、遠境二候間、重而者申屈間敷候、此度

家康手合至子無之者、向後催促有間敷候、定而甲衆敗北

之盤ニテ、営口之様可見得候、徐二可取擬事、千言高句
江イ

候、此段能々家康工諷諌事一候、恐々謹言、

(二)            (上 杉 )

天正四年二月七日    謙信

(忠 次 )

酒井左衛門殿

⑪武田勝頼書状案 (武州文書・内閣文庫所蔵)
(勝資)

営陣之様子無心許之旨、跡部大炊助所へ態飛脚、就著候、

其城用心本無油断之由、肝要至極候、営城之儀、自去十

二日取詰諸日、相稼候故、昨日、号塔尾随分之曲輪乗取

候、本・二雨曲輪計指措候、但三日之内二可責破候、可
(小笠原長志)

心安侯、城主今日者種 こ雖梱望候、不能許容候、恐 こ謹

六月十一日    勝頼 (花押)

(高政 )

大井左馬允入道殿

②武田勝頼朱印状 (竹重文書。東大史料編纂所所蔵)

定
(信蕃) (遠 江)

依田右衛門佐二俣在城被仰付候条、向後其方も可致在城

之旨、被加御下知之虎、不拘遁世之筋日、及御請条、神

妙被思召候、因戴、馬堪忍分、於駿州良知郷之内、参拾

貫文之所被下置候、但遠霧之知行純熟之上者、可有上表

之趣被仰出者也、拇如件、

天正三年晨 (勝資)

跡部大炊助奉之

壬十一月十一日

深山宗三

天正3
④「兼見卿記」第一

(長篠、設築郡 )

十一日、己未、今度於三河表武田四郎与信長及一戦、武

四令敗北、数千騎討死云 こ

⑭叶七日、壬成、入夜長岡兵部大輔自岐阜上洛、直二末、

長兵語云、東美濃之遠山、自去夏之頃勘九郎殿有御出勢、
(岩村城、美濃恵那郡 )

而取窓後城、今度落城也、籠城之者悉被討捕也、自甲州
(信友 )

局大時令在城秋山、落城の朝被生取、而岐阜之近所二八

ツケニ懸云 と、

天正4
⑮「甲砺軍鑑」第五十三

一天正四年丙子春、遠州高天神の城へ、米入らるゝとて

勝頼公きとうぐんへ、御馬を出され候、殊に高天神の押

へに、家康より横須賀と云所に、城をとり、大須賀五郎

左衛門と申家老指置、信玄公の御時、十双倍劣たる、勝

頼公の御捕也、

④ 〔天正玄公仏事法語〕(信濃史料所収)は泉)

同雪今
(癸 酉)                (武 田信玄)(光 巴)

天正
眠塔

四月十有二日、恵林寺殿をと山玄公大居士、在軍

中亮央、大孝男勝頼公、依有追今 、不送喪尖、今姦天正
(府力)

四年丙子四月十有六日、設葬礼於普第、同充於小祥忌之

辰、借手六和球方、六万餘言疾書、夫法率者、三世十方

諸払得悟之真根、九界一切衆生入道捷征也、天台響署大

師、在大蒸山誦此経、至是真精進、是名真法供狼、如末

親見、柔山一會、国然未散、若是書写底人、筆頭具ほ庁
(徳 )

眼、柔山一會、不亦在藪乎、回這ケ功能、大居士、普導

群類、同登覚場者必尖、掲日、

一枝之筆鉄昆待、写出生究六万言、意足不求文字似、法

率開也尽乾坤、 咄、

天正5
②「甲陽軍鑑」第五十二

一駿河、遠州を、氏政へさし上られ、北条氏政の幕下に

ならせられ、勝頼公は甲州、信州、上野、三ヶ國にて、

氏政の御先をなさるべきと、被レ仰御尤もに候事、

一右の上、氏康御娘子、御座候由、承 り及び候間、是を

むかへ取、勝頼公、氏政公の御いもうとむこに、御成御

尤もに侯事

④「三河物語」
とノトウシ  (す わ)

さて又、天正五年丁丑に、諏訪の原の城を責させ給ひ

］⑩
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やが

て、頓て責取給ふ。

①「家忠日記」

同十 日、癸卯、武田勝頼、小山今城より大井川を越候而

引侯、

天正6

⑩「家忠日記」
するか

同九 日、庚申、田中城へ働、外 くるわをやぶ り、手

前敵二人討□!佐野孫助、行家彦十郎 うつ也、

①早肇 S、 甲子、敵ノ取出今城江家康はたもと、國衆は

大時計働候、

@止杉景勝書状 (上杉家文書・上杉隆憲氏所蔵)

態用一書侯、愛元之儀可心元侯、去十三 日、謙信不慮之

虫氣不被執直遠行、力落令察候、因勉遺言之由候而、実

城へ可移之由、各張而理候条、任其意候、然而信・関諮

堺無臭儀侯、可心易候、扱亦、吾分事、謙信在世中別而

懇意、不可有忘失儀肝要候、営代取分可加意之条、其心

得尤二候、俗喜四郎可申候、穴賢 ここ、

追啓、謙信烏遺言刀一腰次吉作、秘蔵尤侯、以上、
(天正六年 )

二月十四日 景勝 (花押)

(職鋲 )

小嶋六郎左衛門とのヘ

C止杉景虎書状案 (歴代古案・東大史料編纂所所蔵)
(上杉)                             (上 杉景勝 )

就 謙 信 遠 行 之 儀 、 預 使 僧 恭 候 、

"先

段 如 申 入 侯 、 少 弼 無

(越後府内御館)          (越 後 )

曲擬故、去十三、営舘江相移、備堅固候、春 日山之儀
(武 田勝頼 )

押詰不為開外張候、愛許様然可御心易候、殊更甲府無二

申合候之条、武田戸鴬助方為物主、人数信堺迄被立置候、

就貴園之儀、従前 ミ互二深申談候意趣者、相府被仰合筋

目者、於向後者、弥入魂可申覚悟候、御同意二付而者、

可為本望候、此時候間、一途御取持候者、自他之覚不過

之候、尚彼使僧口上申合候条、不能細筆候、恐 謹ヽ言、
(天正六年)                    (上 杉 )

五月十九日            景虎

査名修理大夫殿

⑭跡部勝資書状案 (杉原謙氏所蔵文書・信濃史料所収)

不存寄候之虎、再三珍勤快然候、内々疾雖可及御報候、

緩穀営日出馬、取隠し故遅々、非存疎意候、御使者口説之
(武田信豊 )

趣 、 典 厩 具 披 露 被 御 回 答 候 、 委 細 被 遂 御 勘 舞 、 可 被 鯛
(上杉 )

景勝御賢聞事専要候、恐々謹言、

跡部大炊助

勝資

新稜田尾張守殿

上條輛竪監殿
御報

①止杉景勝書状 (信濃史料所収)

愛元無事為可執刷、御上使衆其地へ御越候軟、委細聞層

候、幸勝頼信州長沼之地二在陣、自此方程近候間、日ヽ
(使 )

申談侯間、先以御上吏衆早 返ヽ可被申侯、扱亦、営城備、

至子近日者、弥 こ相募侯、揚河北之人数モ、近 ミ打着之
(上杉景虎 )

段追 ミ飛脚到来侯条、彼諸勢着候者、御舘可討果事、無

疑侯間、可心安候、雖無申迄候、其地普請用心、曽而不
(油 )

可有由鱗候、猶、万吉重而、謹言、

(天正六年 )

六月七 日

中條掘異殿
竹俣三蒲等殿
五十公野右薪哲

吉江喜四絲殿
色部彦影監殿
水原爾四郎殿

(朝信 )

齋藤下野守殿
(願元 )

毛利惣八郎殿
(春綱 )

加地安藝守殿
(長敦 )

]堀隻

③武田勝頼書状 (上杉家文書・上杉隆憲氏所蔵)

就和平媒介成就、態御音問、欣悦候、殊太刀一腰包永、

馬一疋黒毛、井青蚊千疋贈賜候、弥重候、猶雇秋山式部

丞日上候之條、不能具候、恐々謹言、

(天正六年 )

六月十二日

吉江民了少輔殿

(天正六年 )

八月十 日

(上杉 )

景勝 (花押 )

(武田 )

勝頼 (花押)

(武田)

勝頼

⑦武田勝頼書状案 (歴代古案・東大史料編纂所所蔵)

珍翰快然候、如承意、去夏以来、以不慮之仕合申談、本

懐候、和平之義、種 ミ雖及疎意候、互二条 有ヽ御存分、

無落著候、歎敷候、踊陣以後、弥其備堅固之由、肝心候、

上回無相替儀、追本意之形候、可御心易候、委細小山田

慧蕎卜]大夫可申候条、不能具候、恐 こ謹言、

九月甘四日

上杉弾握歩

①「家忠日記」
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同惣人敷よこすか城きわ二備候、

方も本陣へ引候、

敵高天神迄引取候、未

天正 7
③「家忠日記」

同十五日、庚子、濱松迄日かけ二出陣候、城江未刻二出候、

敵高天神國安二陣取候由候、

⑩「甲陽軍鑑」第五十四

一同年秋 (七月ィ)甲州より越後へ、御輿いる、越後長

尾喜平次景勝は、甲州武田勝頼公、御妹聟に成り給ふ也、

C卜長尾景勝より、指上らるゝに付て、沼田前橋をはじ

め東上野へ勝頼公御手を懸 られ候、ようど (用 土ィ)の

新左衛門、北條此侍達、御進各申さる 、ゝ勝頼公御領分

になる、沼田城代に、信州先方西條治部少輔を、さしを

かるゝなり、

②「家忠日記」

同五日、成申、定番衆ぶる舞候、伊豆御あつかいすミ候

て、朝伊奈爾太郎昨日被越候由、濱松より申越候、

(新稜田重家)

五十公野因幡守殿
(慶綱 )

竹俣三河守殿

④「家忠日記」

同三日、辛未、田中へ御働候、

同四日、壬申、彼地陣取候、

同五 日、癸酉、のきロニ持船朝伊奈兵衛尉人敷付候て、

石河伯音守手衆へ随分者三拾二人 うち取候て、家康かけ

かわまて、御馬被入候、

④ 同十六日、癸丑、相州氏政より、十四日二濱松江小笠

原殿御使二被越候、

④足利義氏書状 (朽津文書・内閣文庫所蔵)

急度申遣候、然者去時分者、佐竹其表へ出張候処、防戦

堅固故、早 退ヽ散肝要心安候、偽甲衆近日出張、近辺致

放火之由、模様一段無心許侯、併兼日仕置堅固之由候間、

於備者心易候、如何様被移之上、以御使節可被仰出候、

恐 こ謹言、
(天正八年 )

十月四日
(国繁 )

由良信濃守殿

義氏 (花押)

④同十五日、成辰、甲州衆、

康井籠迄引取被成候、

府中迄少こ人敷移候て、家   天正 9

④甘四日、丙申、家康かけ川より牧野迄御出陣候、

天正 8
C武田勝頼朱印状 (東光寺文書・長野県東光寺所蔵)

抑北条氏政、被遠数通之起請文、有忘却御骨肉之好、頴

敵対之色、被及鉾楯之条、早被属営方御本意、豆 。相二

州為御静話者、一蔽可有御寄附、以此趣可被抽丹精之由、

被 仰出者也、枡如件、
      勝費)

惜賀守安倍カ冠 八蝶

日
程藍チ

)(黙

)  
耗

=月 七十

(埴科郡 )

④武田勝頼書状 (歴代古案。東大史料編纂所所蔵)

ホ束絶音問候之間、情成
が

院、景際

哀F壕極法F曇径需
健後)無

残所平均之形候ギ就着候、然而奥郡 i

与彼口上二候間、不能具候、恐 こ謹言、

(朱書)「天正八」(天正七年力)

卯月九日
(忠敦 )

新磯田尾張守殿

⑪「長国寺殿御事蹟稿」巻三

堅書

就小 上意令啓候、T/J新御館被移御居之条、御分国中之

以人夫、御一普請可被成置候、依之近習之方二跡部十郎

左衛門方其表為人夫御改被指遣候、御条目之趣有御得心、

来月十五日二御領中之人々も着府侯様二可被仰付侯、何

も自家十間人足壱人宛被召寄候、軍役衆二者人足之根米

ヲ被申付候、水役之人足可被差立候由上意候、御普請 日

数三十日候、委曲跡十可被申候、恐々謹言、

正月十二日

真安

昌幸御花押

①武田勝頼書状 (原文書。原昌美氏所蔵)

烏其地普請在陣、き夜勢煩令察候、雖然、分國堅固之備

極此一事候條、乍苦勢以夜縫日、弥被入子念、可被相妹

儀憑入候、委曲令附典秋山惣九郎口上候間、不能具候、

恐々謹言、

経里胃芋鷲日
(昌 胤 )

原隼人佐殿

鰺穀

-10-
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②「三河物語」

然間、天正九年辛巳二月十二日之夜四つ時分に、二手

に分けて切つて出る。足助・尾原・石河長土 〔F日〕守 僚通)

之持ロハ、入江の様なる処なれバ、城より是を弱みと見

て、切つて出けれバ、間ハ堀なれバ、それへ悉くかけ入

けれバ、三方より指はさみて打ける間、堀いつぱい打殺

して、夜明て頸をバ取。岡辺 〔部〕丹波 (長教)と 横田甚

五郎 伊松)は林之谷へ、大久保七郎右衛門尉手へ出る。

「番之者六人、指越候へ」とハ御意なれ共、七郎宇右衛門

尉ハ、大久保平助 (忠教)に相添へて、こエハの者を十九

騎指越ける。

然間、城の大将にて有ける岡辺 〔都〕丹波 (長教)をバ、

平助が太刀付て、寄子の本田 〔多〕主水に打たせけり。

丹波 と名乗 りたらバ、寄子にハ打たせまじけれ共、名乗

らぬうへ ltk〕 なり。其場にて悉く五三人づ ハゝ打けれ共、

精気も切れて、皆打 とめる事ハならず。然る処に、七郎

右衛門尉所より、はや助けて来りけれ共、はや事終 りぬ。

然る処に、石河長土 〔F写〕守・足助・尾原之手にて打

洩らされ共が、又真黒に来 りて、水野白 〔日〕向守 鶴成)

手を破 りけるが、其時ハ、白 〔日〕向守ハ年若 くして、

御旗本に詰められて、名代 として水野太郎作 (正重)と 村

越与物 〔惣〕左衛門尉が居た りしが、出て防がす。七郎

右衛門尉 とならびなれバ、助合之者共かけ来たれバ、防

ぎて大方打取。

①武田勝頼書状 (諸州古文書・内閣文書所蔵)

為其城普請、長々在陣、苦身察之、幸近日令出馬候之条、

乍大儀、弥普請可被相朴事肝要候、委曲温井常陸介可申

候、恐々謹言、

追而岩尾衆へ普請不可有疎略之趣、催促簡要侯、
(里
脅宰些日      勝頼(花押)

原隼人佑殿

⑭梶原政景書状写 (諸州古文書。内閣文庫所蔵)

小瀧之地去月甘九 日落居、正大生涯、即剋義頼御打入

之由、誠以御大切之至候、義重被悦入義、不及是非候、
(プ

繋箱絶違帰着、甲府へ慾課修ヨ号横田治部少輔仁指添

申達候、小瀧之仕合到来之初迄、跡修袋元在滞之上、漸

甲府へも可有其聞候、然而彼御證文義重披覧、不常喜悦

二候、雛而可被及使者候、扱又従貴國義重神名御所望之

案書去春茶着、如其被認置候、御使者次第可被及血判候、

毛頭無油断勿論候、諸邊義頼如思召義、拙夫一身大慶不

可過之候、下総御本意も不可在程候條、父子ニー人罷越、

相應之義可走廻存分迄候、貴国御様子、全無御心元候條、

種々路次相調、彼方指越申侯、武庵進退之義、落度之申

定侯き、就中三美二申合候御挨拶も承届候、猶宜様二頼

入迄も、武庵父子進退之義、拙夫見除候様二可為分別候、

不打置申入透可有御博達候、時又甲佐へ御奏者之義、何

も申分候、余者日門申合候、恐々謹言、

追而甲府二者、号韮崎地被築新城、去月普請悉出来候、

当冬至千三州表二打出、当方出勢被相尋、可被及調

談分二侯、猶追々可申入候、路次度間、一待二申候、

以上

(天正九年 )

拾月十八日 梶原

政景 (花押)

① 〔甲斐国志〕巻之百三十一 附録第二

十七日之書状遂披見得御意候、一如頴先書候、今度松田

新葉黒忠節無比類候、併其肝煎故候、ど警皆へ之加勢以

出合被相移之由尤侯、輛人敷無不足指籠、堅固之仕置専

一候、一松新家中長敷者之人質早速加催促、可被請取儀

肝要候、一近郷之地下人太□召連妻子、戸倉へ相移候之

由可然侯、一自泉頭出足軽候之虎、烏始安井次太夫戸倉

衆出合城内へ上入、近邊之郷村放火之由心地好候、一松

新人敷並二地下人等戸倉二有留候輩、又敵地へ退候者共
(駿河 )

惟被聞届、注進尤候、一獅子濱之儀自落候否聞層度候、
(穴 山信君 )

一烏始梅雪齋、信・上之諸卒今朝指立候キ、至著城者毎

事可有相談候、勝頼も不日二可出馬候、猶敵説被聞届、節々

(武 田)

勝頼朱印

①武田勝頼書状 (上杉家文書・上杉隆憲氏所蔵 )

(甲 斐韮崎 )

新舘之普請、令出来之旨、被聞召及、儲祝詞、三種井柳

Ⅷ 、白畿 雇法召緊 侯皇竪静 誕

州戸倉之在城、不慮二局営方幕下候之条、馬彼國仕置、

令出馬候之故、遅引候、如何様踊陣之節、以使者可申達

候、恐々謹言、
(天正九年 )

十一月十日

上杉殿

勝頼 (花押 )

⑦「甲陽軍鑑」第五十七

天正九幸巳年に、典厩長坂、長閑跡部大炊介、大龍寺の

麟岳和的、四人の分別をもつて、信玄公の御時、御取候
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信長人質、織田の御坊を、典虜のむこにと、約束有て信

長へ御返候也、信長返事に、いかにもおほへいに、内々

迎ひをつかはすべき所に、其方より差上らる 儀ゝ、能き

分別也、武田四郎殿へ と、月付の下、日付の通 りに、結

句少しさげて、返事なるは、武田滅却のしるしなり、

①武田勝頼書状 (守矢文書・守矢真幸氏所蔵)
(符 )

就新舘相移、於神前被凝丹精、守府・御玉会則頂戴、日

出亦重候、猶武運長久之懇祈任入候、恐ミ謹言、
(天正九年 )

十二月廿四日

神長官殿

勝頼 (花押 )

①武田勝頼朱印状 (矢崎文書・信濃史料所収)
(使 )

就信館相移、態吏者、鈍子到来、喜悦候、就中、於神前
(符 )

被凝丹精、守府・御玉會則頂戴、日出亦重候、猶武運長

久之懇祈任入候、恐々謹言

(天正九)           (勝 頼朱印)

十二月十六日     勝頼□

宛名欠クモ、恐ラクハ

祢宜大夫宛ナラン

天正 10
①「信長公記」巻十五

二月二日 武田四郎 父子 典厩 木曾謀叛之由承新府

今城より馬を出し一高五千計に而諏訪之上原に至て陣を

居諸口之儀被申付候

①織田信長書状 (徳川黎明会所蔵文書)

重而十九 日書状披見候

一 飯田 。大嶋落居付而、高遠一城敵相拘候由聞届候、

然而先度
温

聞候可然所、二三ヶ所俸城普請可仕事専一

候、不可由噺候、

一 武田路撒、高嶋二居候間、甲州へ引退候由、弥実儀

聞届、重而可申越候、
(韮か )

一 四郎、新城 よらら崎事、普請不出来手広候間、定可

為其分候、然時二可籠城哉之由、得其意候、尚々四

郎居所聞届、可注進候、駿河日・関東日・川中嶋・

木曽日、何へも手営仕、四郎無人之由、是又可為其分

候、たとい人教侯共、如此候上ハ、退治不可有程候、

とうく我々不出馬以前、卒然之動侯てハ曲事候、

一 城介事、是も如言上信長出馬之間ハ、むさとさきヘ

不越候様、滝川相談、堅可申聞、此儀第一肝要候、

一 森勝三・梶原平八郎、各不及談合、先々へ陣取之由

侯、わかき者共候之間、此時尽粉骨、名をも取、又我々

へ訴訟之たね よも可仕と存事 よて可有之候、頭,体動無

用之由、度々申聞候、猶以可申遣候、何も令介杓、能々

申聞侯て其動専一候、

一 木曾人質事ハ、此方へ末候、岩村二置候、同前二候、

我々出馬之時召連候て、可返置候、わ らきもの よて用

よも可立候間、替二おさふきもの二越候へと申遣侯、

則只今越候ものをハ、九右衛門二あつけ置候、可成

其意候、

一 高遠面可陣取之由、各令相談あと/~ヽ の儀よく示

合、少も無残之様調儀肝要候也、

(天二十年 )

二月十三日

河尻与兵衛殿

(印文天下布武)

信長 (黒印 )

⑨「信長公記」巻十五

ζ腎ギ六日、御敵今福筑前守武者鳥大鷺表原より鳥居峠

へ足軽を出し候、木曾之御人敷も苗木久兵衛父子相加、

なら丼坂より懸上、鳥居峠にて取合遂一戦、討取頸之注

文、跡部治部丞・有賀備後守・笠井・笠原、以上頸敷四

十余有、究党之者討補候キ、

木曾口御加勢之御人数之事、織田源五・織田
(マ )ゝ.織

田

孫十郎・稲葉彦六・梶原平次郎・塚本小大膳・水野藤次

郎・簗田彦四郎・丹羽勘助、以上、

右之御人数、木曾 と一手に鳥居峠を相拘也、御敵馬場
(信房)(信春 )

美濃守子息ふかしの城に楯籠、鳥居峠へ差向封陣也、三

位中時信忠卵H、 岩村より瞼難節所をこさせ られ平谷に御

陣取、次日、飯田に至て被移御陣、

①武田勝頼夫人願文 (武田八幡宮所蔵)

(敬)        (祈   願 )

うやまつて申 きくわんの事
(幡)  (菩 薩 )

南 無 き ミ や う ち や う ら い 、 八 ま ん 大 ほ さ つ 、 此 國 の ほ ん

(本主)      (武 田) lRI) (琥 )

志 ゆ と し て 、 竹 た の 大 ら と か う せ し よ り 此 か た 、 代 々

(護)      (愛 )  (不 慮)  (逆 臣)

まほり給ふ、こゝよふ りよのけき新出きたつて、國かを
(橋)      (")       (運 )    (道 )    (任 )

なやます、よつてかつ頼うんを天とうよまかせ、命を
(軽)      (敵 陣)                      (士 卒 )

かろんして、てきちんよむかぶ、志かりといへとも志そ
(利 )(得 )

つ り を え さ る あ い た 、 そ の こ ゝ ろ ま ち /ヽ た り 、 な ん そ

(木曾義昌) (若 干)     (慮 )            (マ マ)

きそよし政そくはくの神りよをむなしくし、あわれ身の

(父母) (捨) (奇 兵)            (自 )    (母 )  (害 )

ふほをすて きゝへいをおこす、これミつからは をゝかい
(累  代  重  恩)  (輩 )

す る 也 、 な か ん つ く か つ 頼 る い た い 十 お ん の と も か ら 、

(逆臣)                      (覆 )

けき新と心をひとつよして、たちまちよくつかへさんと
(萬 民)    (楢  乱)   (法 )  (妨 )

する、はんミんのなうらん佛はうのさまたけならすや、
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(神

たくしなく、かつかうきもよめいす、かなしきかな志ん
慮)            (運  命)                  (願 )

里よまことあらは、うんめい此ときよいたるとも、ねか
(霊 神)                (勝 )    (勝 )   (身 )

わ く は れ い し ん ち か ら を あ わ せ て 、 か つ 事 を か つ 頼 ― し

(付)          (仇 ) (四 方)  (却 )     (兵 乱 )

よ つ け し め た ま い 、 あ た を よ も よ 志 り そ け ん 、 ひ や う ら ん

(還)  (命 )  (開 )  (寿 命)  (長 速)  (子 孫 繁 昌)

かへむてめいをひらき、志ゆめう志やうおん志そんはん

しやうの事、
(右)   (願 )   (成 就 ) (瘍み)

ミきの大くわん、ちや うしゆならは、かつ頼我 ともよ、
(社 壇)  (磨)       (廻   廊)  (建 立)      (敬 )

志やたんミかきたて、くわいろうこん里うの事、 うやま

つて申
(4F)

(勝 頼) (争 )    (悪  心)              (焔 )

そ も /ヽ か つ よ り い か て か あ く 新 な か ら ん や 、 思 ひ の ほ

(揚)   (真 意 )

のを天よあかり、志んいなをぶかゝらん、我もこゝよし
(閑千)      (神 慮 )

てあひともよかなしむ。涙又らんかんたり、志んりよ天
(命)  (資 )           (逆 )   (逆 )             (諸 )

め い ま こ と あ ら は 、 五 き や く 十 き や く た る た く ひ 、 志

(加 護)                   (鑑 )

よ天かりそめ よもかこあらし。此時よいたつて神かんわ
(湯仰)  (肝 )  (銘 )   (悲 )

情無下に撞堕難拘之由申茶上下之者はたと失十方難儀也

新府被出候時侍分五六百も候キ 路次すから引散 らし不

遁者絵四十一人に成也田子 と云所平屋敷に暫時之柵を付

居陣候て足を被休候左を見右を見るに餘多之女房達我一

人を便として歴々在之我身なからも袋儀匡鳥方なし

①二月十一日 武田四郎父子簾中一門こがつこの山中ヘ

被引籠之由 瀧川左近承 り瞼難節所之山中へ分入被相尋

候鹿に田子 と云所 平屋敷に暫時柵を付居陣候則先陣

瀧川儀大夫 篠岡平右衛門下知を申付取窓候虎難遁被存

知誠に花を折たる如くさもうつくしき歴/ヽ の上蕩子共

―/｀に引寄/ヽ四十余人さし殺其外ちリー に罷成切

而出討死候 武田四郎勝頼若衆土屋右衛門尉弓を取さし

つめ引つめ散/ヽに矢敷射轟 し能武者餘多射倒追腹仕高

名無比類働也

①四月三日 大ヶ原被成御立五町計御出候ヘハ山あひよ

り名山是そと見えし富士の山か う/ヽ と雪つもり誠殊勝

面白有様各見物驚耳目申也 勝頼居城之甲州新府灰跡を

御覧し是より古府に至而御参陣 武田信玄舘に 三位中

降信忠卿 御普請丈夫に被仰付根之御殿美々敷相構 信

長公御居陣候 こキ袋に而惟住五郎左衛門 堀久太郎 多

賀新左衛門 御暇被下くさ津へ楊治仕候也

①「公卿補任」(新訂増補 国史大系所収)

六月二日辰刻前右大臣於本能寺有事。後刻三位中時於親

王御亭 (二條)討死。家僕惟任 日向守光秀叛逆也。

①徳川家康書状案 (信濃史料所収)

急度申越候、枡其方何も其表案内者之事候條、本多豊後

守父子 士大久保七郎右衛門・石河奮刊守相談、新府中ヘ

被移候而、信州表之計策、畢党第一侯、我等犠も今 日三

日出馬侯間、頓而其表へ可打出候、恐々謹言

(天正十年 )

七月三 日

(信閑)

有富泉大學助殿

穴山衆

穂坂常陸介殿

御暫霧御居判

①「家忠日記」
人数二萬餘、味方人敷二千餘

六日、辛卯、相州氏、直押出し候て、新府迄引取候、敵

かけ付候、敵一里程二陣取候、古府中人数少 ミかけつけ

候、

(源)     (勝 )  (内 )

天正十祢ん二月十九 日   ミなもとのかつ頼 うち

⑭「信長公記」巻十五

二月十八日 武田四郎勝頼父子典厩諏訪之上原を引携新

府之舘に至而人敷打納候キ

①三月二日 今度 三位中鷺信忠卿 瞼難節所をこさせ

られ恭東國彊者と無其隠 武田四郎に打向名城之高遠之

城鹿目と究党之侍共入置相拘候を一旦に乗入攻破東國西

國之響を被取 信長之御代を御相績代々之御名督可被備

後胤之鎗鏡者也

④二月三日 卯刻新府之館に火を懸世人の人質餘多在之

燒籠にして被罷退人質餘と泣悲しむ馨天にも響計に而哀

成有様申ハ中/ヽ愚也去年十二月十四日に 古府より新

府今城へ勝頼簾中一門移徒之朝ハ鎮金銀輿草馬鞍美々敷

し而隣國之諸侍に騎馬うたせ崇敬不斜見物成軍集誇榮花

常者簾中深根にも人にまみゆる事なくいつきかしつき寵

愛せられし上南達幾程もなく引替えて 勝頼の御前 同

そば上南高畠のおあひ 勝頼の伯母大方 信玄末子のむ

すめ 信虎 京上高のむすめ

此外一門親類の上藤村/ヽ等弐百余人之其中に馬乗甘騎

にハ不可過歴/ヽの上藤岸共踏もならはぬ山道をかちは

たしにて足ハ紅に染みて落人の哀さ中― 日も営られぬ

次第也名残おしくも往馴し古府をば 所に見て直に 小

山田を憑み勝沼と申山中よりこがつこと申山賀へのかれ

侯漸 小山田か舘程近成し虎に内々肯候て呼寄愛にて無
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②七日、壬辰、敵備押出候、味方備も新府山へ出候、敵

半里程二陣取候、

C八日、癸巳、家康、古府中より新府へ物見二被移候て、

相陣成候、

⑭十日、乙未、家康陣フ新府城江被寄候、

①千一日、丙申、新府むかい二あら城普請候、

④十六日、辛亥、響 らい取出番一日一夜番也、

十七日、壬子、小日番営候、

十八日、癸丑、

十九日、甲寅、敵陣取近所らり田候、雨降、

①十九日、甲申、初鮭、城二御ふる舞候、

①十九日、丙寅、氏直無事相済候てのき候、しち物二酒

井小五郎、敵よリハ大道寺山角越候、

⑩四日、辛未、あ壁習Υ 目故 出普請候間、明日善光寺1迄

陣替候へ之由、申茶候、
(庚 )

五日、壬申、善光寺迄越候、

六日、癸酉、むΥい山迄陣替候、
(壬)  (東 八代郡 )

七日、申成、勝山取出普講候、

⑩十二月十一日丁未、古府へ出仕候、明日帰陣侯への由
(柴)

被仰候、越前芝田所より御音信候、進上物しゝら三十巻、

はわた百把、鱈五本也、

①「鳥居家中興譜」(内閣文庫所蔵)

大君十二月十二日、甲州御出馬、濱松二還御、元忠拾甲

州フ守テ留ル、

附記

・年表の事項末尾の番号は、史料番号と一致する。

・ひとつの事項に数点史料があっても、一点のみ記載す

る。

・史料は、史料名 (古文書名・所蔵または所収)を記載

する。
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第 2章 調査に至る経緯と概要

1 調査に至る経緯

新府城跡の本格的発掘調査は、平成10年度にお

いて新規に史跡環境整備事業の採択を受け国庫補

助事業の対象 とな り開始 された。調査は当初 3ヵ

年の試掘調査を予定 し、城郭の歴史的価値をさら

に深化させるため、整備事業の基礎資料を収集す

るため、遺構確認等のための発掘調査 と位置付け

て実施 した。

平成10年度は西三の丸において、平坦面に基本

的に トレンチを十字に設定 し掘 り下げを行つた。

発見された遺構は、礎石・穴・集石などで、出土

した遺物はカワラケ 。鉄釘・鍋・陶磁器などであ

った。また、新府築城当時の造成状況を確認する

ために南北方向の トレンチの一部を深掘 りし、北

側において地山を約 2m掘削し南側に盛つて平坦

面をつくつていることが判明した。造成は堅い岩

盤にまで及んでお り、かな り大掛 りな土木工事が

行われたことを物語っていた。発掘調査の前段階

において地中レーダー探査を実施 してお り、その

分析結果 と発掘調査の結果は、堀跡や造成面、岩

盤や旧地形などの比較的大きな遺構に関してはお

おむね共通した状況が認められている。

遺構に関しては、礎石・穴が確認されたが、武

田勝頼の時期か徳川家康の段階でのものか判断が

難 しく、それは遺物の出土状況か らも言え、遺物

は表土中ない しその直下の浅い所か ら出土するの

みで、その下の黄褐色土中か らの遺物の出土は極

めて稀であり、上下の上層での時期的区別を行 う

には困難であった。ただ し、鉄釘の出土は何 らか

の建物の存在が予想される結果 となつてお り、遺

物分布の偏りや部分的な集石がみられることから、

機能による建物の違いが想像された。遺物の大半

をしめるカワラケは、破片数456点 におよぶが、そ

れ らはいずれ も小さく細か く割れてお り、 しかも

磨滅 してお り、県内の他の城館跡には類例がない

ようである。

史跡指定面積は約257,700だ と広大であり、平成

10年度に行った調査面積はその0.14%の約375だ に

すぎない。狭小な調査面積であるにもかかわらず、

発掘調査では大きな成果 と、いくつかの問題点や

検討課題がもたらされた。平成11年度はこれを踏

まえて東三の丸、さらに二の丸において調査を実

施することにした。

2 調査の概要

調査にあたつては、新府城跡の史跡指定範囲を

囲むように西か ら束にA・ B・ C・ D一………南

か ら北へ 1・ 2・ 3・ 4…・l… …と大グリッ ドの

50m方眼を設定 し、測量等の便宜を図るために一

つの50m方眼なかに10m方眼の中グリッ ド、一つ

の10m方眼のなかに5m方眼の小グリッドを設け (中

グリッ ドの番号はアルファベ ットを西か ら東方向

に並べ南か ら北に桝 目を埋めていき、小グリッド

は南西角から中グリッドと同じように 1・ 2・ 3・

4と 番号を付けた)てお り、そのグリッ ドを基準

に トレンチを設定して掘 り下げを行つた。

調査予定の東三の丸・二の丸は山林で、まず下

草刈 りを行い、発掘は平成11年 6月 5日 か ら10月

7日 まで実施した。調査面積は、東三の丸約220だ、

二の丸約105だ。

東三の丸の調査区域は地中レーダー探査成果を

考慮し郭平坦地に、南北方向に 2本 (T-1,幅 2

m、 長さ約72.5m・ T-2,幅 2m、 長さ約2Clm)、

東西方向に 1本 (T-3,幅 2m、 長さ約40m)
の トレンチを設定 した。調査はすべて手作業で表

土から掘 り下げ遺構の確認等を行つた。表上が浅

く遺構の確認が比較的困難であり、T-1において

断面上層で造成の痕跡並びに遺構を検出するため

に 5ヵ 所深掘した。

二の丸の調査区域は、南側虎口を意識 して、そ

の北側から南北方向に 2本 (T-1,幅 2m、 長さ

約52m・ T-2,幅 2m、 長さ約10m)の トレン

チを設定 した。南側虎日の埋没状況を把握するた

めに、中央部分に土層観察用の上手を残すように

4ヶ所のグリッ ドを設定 した。 トレンチでは遺構

は検出されなかった。虎口部分では、東側の上塁

基底部に近いところから50cm四 方程の扁平な石が

北と南の二ヵ所に検出された。

平成11年 9月 21日 には、文化庁の本中員主任調

査官を交えて史跡新府城跡保存整備委員会による

現地視察がおこなわれた。事務局側か ら新府城跡

の概要並びにこれまでの発掘調査成果 と二の丸の

発掘調査状況が説明され、整備基本構想・発掘調

査計画等に貴重な助言をいただいた。
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第 3章 地中レーダー探査

1 探査方法

地中レーダー探査は、新府城跡の発掘調査を進

めるにあた り、遺構の残存状況や埋没状態、未知

の遺構の検出、旧地形や造成面の確認等を目的に

行つた。調査対象地域は山林で下草刈 りと樹木の

伐採の後、基本的には郭平坦面に2m間隔の碁盤

目状に測線を設定 し計測を行つたが、樹木等の障

害物や地形的制約がある場合には随時測線をず ら

した。

2 探査機器概要

① 地中レーダーKSD-8改

② 調査機器要旨

地上を移動させるセンサーから、電波 (電磁波)

を土中に伝播 させ、電気的特性の異なる物質 との

境で発生する反射波を捕 らえ、その回帰に要 した

時間、強さを測定 しカラーモニター上にパターン

図として表現する。これをパターンデータといい、

このデータ図を電波の地中における、運動理論 と

当該地の地中の特性、状況 とを加味 し探査 目的を

確認 し、解析する。これにより地中の状況を大ま

かに知ることが出来る。電波による地中の探査で

の解析深度範囲は、本邦では 2mか ら3mが標準

である。

③ 遺跡調査での活用

地中探査レーダーでは、電波の反射により表示

モニターに表われる波形の集合模様すなわちパタ

ーンの認識が重要な作業 となる。特に遺跡におい

ては、無機質土 と有機質上の違いが電波の反射に

与える特有のパターンを見極めることにある。また、

自然埋没と、人為的埋没の分離認識も必要 とする。

3 東二の丸探査成果 (第 2図 )

曲輪北東側では、灌木 も多 く表面形態も平均的

でなく、データの収集が出来ないが、南側では比

較的安定したデータである。

この地盤では浅い場所に礎石台 と見 られる地盤

が多く識別 され (遺構性地盤)、 構造物遺構の可

能性が高い。

図中網線で示す場所がこれにあたるが、場所に

よっては破線の範囲と相互に逆に出現する恐れ も

ある。

傾斜土層面が頻繁に現れそれ らは凹地や溝を形

成する。

南側では、地下の深い部分に埋設物状のデータ

が表現される。

図に示すように 2ルー トあり、道路脇削土の上

や大手門に集中して石の存在することか ら暗渠に

関する何 らかの施設のあった、またはある可能性

が高い。

4 二の丸探査結果 (第 3図 )

切 り株等の問題から測線量はやや少ない。

データには、基礎地盤などが表現され、細部の

検討を行つた結果、図に示す範囲での土層・礎石・

遺構層などの分析の結果となった。

特に注目されるのは、南門付近と北東門付近に、

門に関するとみられる遺構層が識別できる。

北側の土塁の変則的に広がつた部分の場所には

土層の特定のデータがあり、中央部に凹みが深 く

ある。

ここでは周辺のデータの検討か ら曲輪内東端中

央部分 と、何 らかの繋が りがあ り、水に関するも

のではないかと推測される。

曲輪内は、敷地の西三分の二が高くなっているが、

その境で独特の遺構層が同一パターンで連続 し、

明らかに何 らかの構造物であることを示している。

またこの区域の地下地盤層が基本地盤 とみ られ

るが、発生の状況に不明な部分 もあリー部開削に

よる土層断面の確認を要する。
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1 東三の丸

東三の丸は、北側の東西80m、 南側の東西40m、

西側の南北90m、 東側の南北120mの広さの平坦地

で、北側は一段高 くなっている。今回は平坦地の

中央を中心に東西・南北に トレンチを設定 し、掘

り下げを行つた。

① T-1ト レンチ

南側から掘 り下げを始めた。当初40mの長さの

トレンチを設定 したが、段差の手前まで北側へ延

長 した。延長 した部分では、 トレンチ としてつな

げて掘 らずに 2m四方のグリッドを並べる形で発

掘を行った。表土は 5cm～ 15cmの厚さがあり、そ

の下は暗茶褐色土・黄褐色土の面 となっている。

検出された遺構は、中央付近 (J501グ リッド)

で直径30cmほ どの穴と思われる暗褐色上の円形の

落ち込みを確認 した。北側 (」 5Ylグ リッ ド)

では幅60cmの浅い溝が東西方向に確認された。北

端では集石が見 られた。遺物の出土は中央か ら南

側に多くみ られ、カワラケ片・陶磁器片・鉄釘な

どのほか、特殊なものとしては飾 り金具 と思われ

る青銅製品が中央部分から出上した。

土層観察 と造成の状況を確認するために トレン

チ内の 5箇所を 1× 2mの南北方向に長い長方形

の範囲で深掘 りした。土層の観察は、基本的に表

土がのこる西側の断面において実施した。

I地点では、表土の厚さは15cmで、その下には

赤黄褐色土・粘土混じりの白褐色土があり、地表

から45cmで礫を合む堅 くしまりのある茶褐色土層

となる。赤黄褐色土まで削平されたものとみられる。

Ⅱ地点では、表上の厚さは 5～ 15cmで、その下

の上層は暗茶褐色土・茶褐色土・粘土混じりの茶

褐色土が堆積 し、深さlmで粘土層となる。

Ⅲ地点では、表上の厚さは10cm前後。その下の

上層は、褐色土・暗茶褐色土・粘土層に大きく分

けられる。

粘土層までは地表からl m60clnあ る。

Ⅳ地点では、表上の厚さは10cm。 その下は黄褐

色土 となり、以下黄褐色土 と暗黄褐色土・褐色土

が互層に重なり、地表面からlm～ l m30cmで 北

か ら南に傾斜 した赤黄褐色のローム土層 となる。

ローム土層の下には粘土層が確認される。

V地点では、表土の厚さは 5～ 15cm。 その下は

黄褐色土 とな り、以下黄褐色土 と暗黄褐色土・褐

色上が互層に重なり、地表面か らl mlocm以 下で

ローム土層 となる。ここでは、ローム土層が西か

ら東にかけて傾斜 してお り、その上に粘性のある

黒褐色土が形成されているので、旧地形は沢状に

窪みそこに腐植上が堆積 していたものと思われる。

この西側に 2m四方の小グリッ ドを設け、東西方

向に部分的に深掘 りを行つたが、表土層の下は黄

褐色土 と暗黄褐色土・褐色土が互層に西か ら東に

傾斜 しなが ら重なってお り、西か ら東に盛上をし

たようであつた。

5地点での土層観察を総合すると、北側を削 り

南側に盛上をして平坦面をつくりだ していること

がわか り、中央部分では削平はあまり行われず、

部分的には旧地形のままの所も想像される結果 と

なった。

② T-2ト レンチ

T-1ト レンチの東側に平行させて設定 した。

南側において暗褐色上の落ち込みが検出され、そ

の広が りを確認するために東 と西に 2m四方の小

グリッ ドを何箇所か設定 し拡張 し、十字に 2ヵ 所

の上層観察用土手を設定 し、掘 り下げを行った。

しか し、土層は暗褐色土 と黄褐色土 とが北か ら南

へ傾斜 しなが ら相互に交 じり合い堆積 した状況 と

なってお り、造成による盛土 と判断された。中央

部は南北方向に幅 5m程で若千高くなってお り、

やや硬化 していた。遺物は北側で瓦質土器の火鉢

破片やカワラケが出土した。

トレンチ東側の拡張 した 」4Y4グ リッド内の

小グリッド中央に、直径20cm、 深さ30cmの穴が確

認され、柱穴 と判断 し、さらに周辺の拡張を行い

検出を試みたが、これにともな うような穴は発見

されなかった。

③ T-3ト レンチ

東三の丸中央にT-1ト レンチ と直交するよう

に設定。 2m四方のグリッ ドを並べる形で発掘を

行つた。明確な遺構は確認されなかったが、中央

部分か ら東側にかけては、漸次土地が低 くなって

いく。西側の土塁基底部寄 りでは、ローム土に粘

土が混じってお り、上を削って平 らにしているこ

とが判明した。多分東側か ら南側に削つた土を押

し出しているものと思われる。

第 4章 調査成果
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第 4図 東三の丸調査位置図 (1/1000)
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第5図 東三の丸調査全体図 (1/300)
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1.暗褐色土(表土層)

2.赤黄褐色土

1.暗褐色土(表上層)

2.暗茶褐色土(若千の炭化物混入)

3.福色土(ややしまりあり)

4.恭褐色土(粘性 。しまりあり)

1.暗褐色土(表土層)

2.明茶褐色土(根が混入)

3.褐色土(ややしまりあり)

4.恭褐色土(ややしまりあり)

5。 明るい茶褐色土

3.白茶色土と白色粘上の混じりあつた土層

4.茶褐色土(堅 くしまりあり)

5.茶褐色土(粘上を含む)

6.茶褐色土(粘性。しまりあり)

7.茶褐色粘土層

6.暗茶褐色土(粘性あり、lcm角 の粘±7ロ ック含む)

7.暗茶褐色土(6層に似る、やや暗い)

8。 暗茶褐色土(粘性あり、7層よりやや暗い)

9.白色粘土層

11.暗褐色土
12.暗褐色土
13.暗黄褐色土
14.暗褐色土
15。 暗黄褐色土
16.暗灰褐色土
17.黄褐色土
18。 暗資褐色土
19.黒褐色土(しまり、粘性あり、水分を多く含む)

20.ロ ーム土層

1.暗褐色土(表土層)         12.暗 黄褐色土
2.黄褐色土(暗褐色土・若千の炭化物含む)13.黄褐色土
3.黄褐色±              14.暗 褐色土
4.暗褐色±              15。 ローム土層
5.黄褐色±              16.白 色粘土層
6.暗黄褐色±             17.黄 褐色土
7.暗褐色±              18.暗 褐色土
8.暗黄掲色±             19.暗 黄褐色土
9.暗褐色上              20。 暗責褐色土

10。 暗黄褐色±             21.暗 黄褐色土
11.黄褐色±              22.暗 黄褐色土

1.暗褐色土(表土層)

2.黄褐色土(ややしまりあり)

3.暗黄褐色土
4.暗褐色上
5,黄褐色土
6.黄褐色土
7.暗黄褐色土
8.暗黄褐色土
9.暗褐色土

10。 暗黄褐色土

６
７

９
　
‐２
‐３

トレンチ内土層説明図 (1/50)
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二の丸南側虎口部分平面図 (1/50)
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1.暗褐色土 (暗黄褐色土混入、根繁茂)

2.暗黄褐色土(暗黄褐色土、赤掲色粒混入)

3.暗黄褐色土(暗黄褐色土、橙褐色粒を含む。ややしまりあり)

4.黒褐色土 (褐色土、黄褐色上を混入)

5.黄褐色土 (暗黄褐色上を若干含む。ややしまりなし)

6.暗褐色土
7.暗褐色土 (赤褐色粒、黒色粒を混入)

8.黄褐色土 (暗褐色土を含む)

9.黒掲色土 (しまりある暗黄褐色土粒を含む)

10。 暗黄褐色土+ややしまりある暗黄褐色土十黄褐色上
11.暗褐色土 (黄褐色土を含む。ややしまりあり)

12.暗黄褐色土(堅 くしまりある黄褐色土粒を含む)

13.暗褐色土 (部分的に暗褐色土塊を含む)

遺物は中央か ら東側にかけて集中してお り、瀬

戸美濃陶器や白磁椀の破片がみ られ、カフラケ片

の出上が多くなっている。

2 二の丸

二の丸は、北側の東西55m、 南側の東西75m、

西側の南北50m、 東側の南北55mの広さがあり、

東側は幅20mで長方形に窪み、西側 との段差は 1

m程ある。今回は西側平坦地の中央の南北方向に

トレンチを設定 し、掘 り下げを行った。

① T-1ト レンチ

ニの丸南側虎日の北西から北側に向かって設定。

2m四方のグリッ ドを並べる形で発掘を行った。

さらに虎日前面の様子を把握するために、南端か

ら東側に向かって 2m四方のグリッドを追加設定

し掘 り下げた。表土は厚さ 5～ 10cmで、以下は黄

褐色土 となる。明確な遺構は確認できなかったも

のの、長さ30cm程 の平石がG8Flグ リッド内で

検出された。虎日前面では石が散在 してお り、表

土直下の黄褐色土は堅緻であつた。

遺物の出土は三の丸に比べると量は極端に少な

いが、カワラケ片・常滑甕破片・染付破片・砥石・

石製品破片がみられる。

② T-2ト レンチ

T-1ト レンチの10m西側に設定。ここは長楕

第12図  二の丸南側虎口部分土層断面図 (1/50)

円形に窪んだ地形で、庭園の池 と想像 して掘 り下

げを行った。表土は浅 くその下は黄褐色土 となる

状況は、T-1ト レンチ と同じであり、庭園を示

すような遺構は確認されなかった。

③ 南側虎口

虎口部分の遺構確認のために、グリッド・ トレ

ンチの方向を無視して、虎口中央を中心に十字に

土層観察用上手を残して2m四方程の小グリッド

を三箇所設定し、掘り下げを行つた。土塁斜面に

は一部石が見えており、西側の二の丸側では土塁

から虎日に向かって石を積んであるようであった。

東側では石積は確認されず、北と南に40cm離れて

長さ50cm四 方程の平石が 2つ並んで検出された。

おそらく門の柱を受ける礎石と考えられる。土塁

の構築状況を調査するために東側にL字形にサブ

トレンチを設定し、掘り下げを行った。中には石

が多く入つていた。土層観察では版築状の盛土で

はなかった。

遺物は鉄釘で東側の南から出土している。

3 地中レーダー探査と発掘調査

① 東三の丸

地中レーダーでは、柱穴あるいは礎石と思われ

る反応パターンがみられ、規則的に並ぶ部分もあり、

建物跡の存在が推測される。これらの反応は南側

―-28-―
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に集中しており、 トレンチによる発掘調査を行っ

たが、検出されたのは穴が一ヵ所のみであつた。

ただし、表上下の黄褐色土層に部分的に堅い面が

あるので、その反応の可能性もあろう。造成面で

の遺構の検出は困難である。遺構性地盤はT-3
トレンチにおいて傾斜地形がみられることから、

段造成の痕跡かもしれない。溝や凹地は、旧地形

や水の道を示しているのであろう。東三の丸の南

端を削ってつくられた道路には、暗渠が確認され

ており、これにつながるように埋設物状の反応が

ある。新府城では過去に暗渠が偶然に発見されて

おり、当時の暗渠を埋設した造成工事の一端を窺

うことができる。次回以降の調査では暗渠の発掘

も考えなければならない。

② 二の丸

地中レーダーでは、遺構状の地盤の反応があり、

南側虎日前面の発掘では堅緻な面が確認されてい

るので、それは堅い面を示している可能性がある。

柱穴あるいは礎石と思われる反応パターンは規則

的に並ぶが、それらの検出は困難であった。虎口

部分の溝状の反応は水路の可能性があるが、今回

の調査では明確にし得なかった。大きな凹みは 2

ヶ所あり、南西側を庭園施設として掘り下げたが、

遺構は明確ではなかつた。二の丸では、深掘りを

行わなかったので、造成状況は把握できなかった。

第 5章 出土遺物

1 実測遺物 (第 14・ 15図 )

上器の総破片数は、東三の丸456点、二の丸30点

であるが、それらの破片はなかなか接合が出来ず、

復元されたものは僅かにすぎなかった。

① 東三の丸

カ ワ ラ ケ (中世土師器皿)

今回出上のカフラケは、いずれも小破片であり、

しかも磨滅が著しい。図面上で口縁部から底部ま

で復元できるのは 1点 と少なかった。

1は、ロクロ成形。日径10.6cln、 器高2.8cln、 底

径6.Ou二二。色調は橙色を呈し、胎土には白色粒子・

赤色粒子 。金色雲母を合む。器面はざらつく。磨

滅が著しく、底部に僅かに回転糸切り痕がみられる。

(遺物番号」5E2-10)
白 磁

2は、白磁碗C群の日縁部破片で、 3と同一回体

と思われる。推定で口径12.Oc■■二を測り、 3と合成し

てみると、器高3.5cm、 底径5.6cmと なる。釉調は

やや黄色味がかった灰白色を呈する。15世紀後半～

16世紀前半の所産。 (遺物番号K5Pl-82)
3は、 2と 同一回体と思われる体部破片。高台

径は推定で5,&�程であろうか。釉調はやや黄色味

がかつた灰白色を呈する。 (遺物番号K5Pl-81)

染 付

4は、染付碗 C群の蓮子碗。日縁部破片。口唇

部に輪花風のへこみがみ られる。釉調はやや青色

味がかった灰白色を呈する。文様は外側に 2本、

内側に 2本の界線をめぐらし、外面に雲文 。花文

を描いている。16世紀前半～中葉の明染付。 (遺物

番号 」4Y3-17)
5は、染付皿 B2群の端反皿。底部破片。釉調

はやや青色味がかった灰白色を呈する。内面に 2

本の界線を2重にめぐらす。16世紀中頃の所産。 (遺

物番号 J501-2)
6は、鍔皿の口縁部破片。釉調はやや青色味が

かつた灰白色を呈する。16世紀代。 (遺物番号 」

5El-5・ 6)

瀬 戸・美 濃 焼

7は、播鉢の口縁部破片。鉄釉が施されるが、

釉調は茶色。瀬戸大窯Ⅱ期の段階のものであろう。

(遺物番号 」5S2-5・ K5P2-5)
瓦 質 土 器

8は、鉢形土器の口縁部～胴部破片。胴部下半

に沈線がめぐる。推定で口径25,Ocmを測る。色調

は橙色を呈 し、胎上には赤褐色粒子・金色雲母を

合む。外面は磨かれ密で燻べ られる。内面は比較

的雑に横撫でされる。 (遺物番号 J5E2-4・ 5。

13)
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9は、火鉢。推定で口径48.Ocln、 脚部を除いた

器高1心聰ュニ、底径努揃 二を測る。色調は橙色を呈し、

胎土には赤褐色粒子・金色雲母を合む。胴部～口

縁部にかけては斜めに立ち上が り、日縁郡外側に

2条の隆線をめぐらす。脚部は三脚 と思われ、外

側に沈線による文様 と円形の貼付文が施 される。

器面は密で燻べ られる。 (遺物番号 」5E2-2・
11。 12)

常 滑 焼

10は大型の甕。日縁部～肩部の破片。口径は推

定で50.4cm。 色調は暗赤褐色を呈し、胎土には白

色粒子・雲母を合む。外面には藁灰が融着 してい

る。常滑窯11期、16世紀前半に相当する。 (遺物番

手許J 5 J 3-7 ・ 8 。 9 ・13・ 14・ 15)

青 銅 製 品

11は、飾 り金具の一種 と思われる。現存で長さ

4.5cIIl、 推定幅5.5011二、重さ13.28。 (遺物番号 J50
3-7)
鉄 製 品

12は、釘。頭部分が欠損。釣針状に曲がる。現

存長さ4.7cn二、重さ2.8g。 (遺物番号 J4Y3-15)
・
13は、釘。一部欠損。長さ推姉 頭m駒 臥

重さ1.lg。 (遺物番号 J5E3-18)
14は、釘。先端部欠損。現存長さ2.5cm、 頭幅

0.8cln、 重さ0.8g。 (遺物番号 J5El-15)
② 二の丸

カ ワ ラ ケ (中世土師器皿)

15は、ロクロ成形。同一回体と思われる2つの

破片により図面上で復元。日径11.%臥 器高3.1011二、

底衝 .的眺 色調は橙色を呈し、胎土には白色粒子・

赤色粒子・金色雲母を合む。器面はざらつく。底

部に回転糸切り痕がみられる。 (遺物番号G7Pl
-1・ G7U3-1)
石 製 品

16は、鉢の底部破片。石材は安山岩。内面はか

なり磨滅 して、滑らかとなっている。 (遺物番号G
8A3-2)
17は、砥石。石材は層灰岩。両端が欠損 してい

る。現存で長さ7.7cm、 細い ところの幅2.7cm、 厚

さ1.4cmで、重さ59.6g。 4面に使用痕がみられる。

(遺物番号G8Fl-1)
鉄 製 品

18は、釘。長さ5.9cm、 頭幅0.9cln、 重さ3.lg。 (遺

物番号G7F4-1)

‐―

１
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第 15図  出土遺物
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19は、釘 と思われるが不明。一部欠損。現存長

さ5.4cm、 頭幅0.9clnか、重さ5.7g。 (遺物番号G7
F4-2)

2 新府城跡出土遺物について

① はじめに

新府城跡では、平成10年度の西三の丸の試掘調

査に引続き、平成11年度は二の丸、東三の丸の試

掘調査を行なった。調査面積は三ヵ所合わせて700

だあまり、約千点の遺物が出土した。ここでは、

この調査成果、特に出土遺物を中心にして、武田

氏館跡の様相と比較しながら、いくつか分かって

きた点について述べたい。

② 出土遺物

まず各曲輪から出土した遺物について、概観し

てみる (註 1)。

二の丸は、調査面積105∬で、30点の遺物が検出

された。主なものとして、カワラケ、常滑、染付、

鉄釘、砥石、石鉢などである。

東三の丸は、調査面積220∬、456点の遺物が検

出された。主なものとして、カワラケ、瓦質土器、

瀬戸美濃製品、常滑、白磁、染付などである。

西三の丸は、調査面積375だ で、587点 の遺物が

検出された。主な内訳はカワラケ、瓦質土器、瀬

戸美濃製品、青磁、白磁、染付などである。

各曲輪ごとに、調査面積の違いなどがあるかと

は思われるが、二の丸における遺物の出土量が、

他の曲輪に比べて、極めて少ない。しかし、グラ

フ (註 2)に も見えるように、いずれの曲輪の遺

物構成も、同じような比率を示している。

次に種類別に見てみたい (註 3)。

土 器

いずれの曲輪においても、カワラケが出土遺物

の大半を占めている。その多くは、小破片で、胎

土が粗く、また摩滅も激しい。Vヽずれもロクロ成

形で、手づくねのものは確認されなかった。出土

状況は、一括廃棄された状態での出土は確認されず、

多くても、数十点程度の破片が、同一グリッドに

集中する程度であった。

瓦質土器は、いずれも在地産のものと思われる。

器種は火鉢、もしくは浅鉢といったものと考えら

れる (註 4)。 また、内耳土器は確認されなかった。

陶 器

瀬戸美濃製品については、丸碗、すり鉢などが

見ら矛仏 いずれも時期は、大窯Ⅱ・Ⅲ期と思われる。

また、志戸呂焼の茶壷も確認された。

常滑については、一点、日縁部の破片が出上し

ている。その形態から、15世紀末から16世紀初頭

にかけてのものと思われる。その他については、

すべて体部破片であるが、いずれも、日縁部が残

るものと、同一時期のものと思われる。他の遺物

と比べ、若干生産年代がさかのぼる遺物である。

貿 易 陶 磁

貿易陶磁については、いずれも産地は中国で他

の地域のものは見られなかった。

青磁については、 1点のみで、器種は、香炉な

どの袋物と思われるが、小破片のため、年代など、

詳細は不明である。

白磁については、端反皿、菊皿、小邦などの器

形が確認された。年代は、15世紀末から生6世紀中頃、

もしくは後半にかけてのものである。

染付については、マントウシン碗、ゴケ底皿な

どの器種が確認された。年代については、全ての

ものが、小野編年の碗E群、皿C群 (16世紀中頃か

ら後半)にあたるものであつた。

そ の 他

金属製品としては、鉄釘、鉄鍋、青銅製品、銭貨、

石製品としては砥石、石鉢などが出土している。

③ 武田氏館跡との比較

新府城跡と比較できる遺跡としては、武田氏館

跡が当てられるだろう。ここでは、両遺跡の違い

を比較してみたい。

武田氏館跡は、天正 9年 (1581)、 武田勝頼が新

府城に移転するまで、信虎、信玄、そして勝頼と

3代約60年過ごした地である。近年、史跡整備の

ための試掘調査が毎年行われている。出土遺物は、

カフラケを中心として、瀬戸美濃製品、中国製陶

磁器などが出上している。

両遺跡での調査結果を比べてみると、カフラケ

が出土遺物の大半を占め、瀬戸美濃製品と貿易陶

磁が、同じような比率で構成される点は、新府城

跡と類似している。また、貿易陶磁や常滑などが

伝世している点、貿易陶磁のうち、染付が大半を

占める点などについても同様である。

しかし、遺物の年代については、武田氏館跡に

おいて、瀬戸美濃製品大窯 I・ Ⅱ期のものが主体

を占めており、Ⅲ期のものは 2、 3点検出された

のみであるのに対して、新府城においては、数量
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は少ないが、Ⅱ・Ⅲ期のものの出上がみられ、 I

期のものは入つてこない。このことは、領国経営

の中枢機能が、脚闘ヶ崎館から新府城へ移っていっ

たことを考古学的視点で裏付ける、一つの事証で

あると言えるだろう。

④ まとめ

近年行われている中近世の城館跡の発掘調査、

特に戦国大名クラスの城館遺跡においては、比較

的遺物量が多いように見受けられる。新府城跡に

おいても約千点の遺物が出土しているとはいえ、

すべてを合わせてもコンテナに 1箱の量である。

調査もまだ始まったばかりであり、これから遺物

量の増加も考えられるが、それにしてもあまり多

いとは言えない (註 5)。

また、最も多く出上しているカフラケについても、

その多くが小破片であること、年代を決定できる

ような遺物を伴 うような出土が見られなかったこ

となどもあり、詳しくは分からない。しかし、少

なくとも、城郭としての使用時期が限定されること、

カフラケの性格 (註 6)か ら使用期間が短いこと

などから、16世紀中頃から後半の時期には位置付

けられるであろう。また、新府城跡と同時期の近

隣の遺跡から多くの出上が見られる、内耳土器が

出上していない点にも注意しておかなければなら

ない。

新府城は、城郭としての使用期間の短いこと、

織田・布節|1連合軍を中心とした武田包囲網を敷かれ

いつ戦いが起きてもおかしくない緊迫した状況下

で慌しい時期であつたことなど、この時期の他の

城館遺跡と比べて、特殊な状況下であつた。

これらのことを加味しながら、考えていく必要

はあるが、遺物があまり出上しないことが、どの

ような意味をもつのかを解明することは、考古学

的視点から、戦国大名武田氏の在り方を考えてい

く上で、今後の大きな課題の一つである。

以上のように新府城跡の遺物について検討を行つ

てみたが、遺物量の少なさなどもあり、詳しくは

分からなかった。上に挙げた点と共に、この他に

も城下町の形成などの問題などもあるが、それら

は今後の調査が進んでいく過程で、段々と明らか

になってくると思われる。

O 註釈

1、 出土点数、重量など、詳しくは一覧表などを参照。また、

数値は個体数ではなく、破片数を用いた。

2、 第16図を参照。

3、 遺物の年代については、小野正敏氏のご教示による。

4、 最近、水澤幸一氏は、「瓦器は、室礼となる金属器 。高級

陶磁器・書画等と並んで階級を明示するために必要な権力

装置の一つを構成する器物であった、と考えられる。」と

述べている (水澤1999)。 新府城跡から出上しているもの

が、そういつた意味合いを持つものであるのか分からない

が、注目すべき視点である。

5、 類似するような例としては、埼玉県大里郡の鉢形城跡の例

がある。出土遺物の総量が、調査面積5,6CIClrに 対してコン

テナ10箱であつた。鉢形城は上杉氏、北条氏と攻防におい

て、重要な拠点であつた城である (『史跡鉢形城跡 平成

9年度発掘調査概要報告』 1998 寄居町教育委員会)。

6、 カフラケは素焼きであるため、食器として繰り返し使用す

ることが難しい。
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二の丸
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二の丸
グリット別出土遺物点数一覧

東三の丸
グリット別出上遺物点数一覧

西三の丸
グリット別出土遺物点数一覧
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近世陶磁 陶器 製属金
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第 6章 と

史跡整備に向けた基礎資料の収集を行うことを

主たる目的とした発掘調査は、本年で2年次となる。

今回は、東三の丸と二の丸において、遺構の保存状

態の確認を主眼において調査を実施した。

発掘調査の方針としては、前年度同様に、新府城

は天正 9年～天正10年の限定された時期に築城。居

城・廃城されており、文献史料からは武田勝頼の居

城と徳川家康の本陣に使用されたことが窺がえる

ので、実際の遺構がこれに対応するように存在する

のか、それ以外の使用面があるのかないのか、さら

にそれらの遺構は現在の地表面からどの程度埋没

しているのか等の把握・解明に務めることとした。

調査の成果は前章までに述べてきたとおりである。

以下、重複するが、いくつか気が付いた点をあげて

まとめにかえたい。

地中レーダー探査の分析結果と発掘調査の結果は、

溝や造成面、旧地形などの比較的大きな遺構に関し

てはおおむね共通した状況が認められるものの、柱

穴・礎石といつた建物跡の検出の場合には、レーダー

反応と発掘調査ではおおきな隔たりがあつた。これ

は前年度同様に城郭の造成面においては、遺構の検

出が困難な状況であることを示している。実際の遺

構とレーダー反応パターンを検討し、レーダーの反

応パターンのより詳細な分析が必要ということに

なるのではあるが、レーダーの有効な場合とそうで

ない場合を考え、より有効なレーダー探査の方向を

検討する必要があろう。

城の造成に関しては、東三の丸は、T-1ト レン

チでは北側を削り南側に lm以上盛上し埋めたて

て平坦地をつくりだしていることが判明し、T-3
トレンチでは西側を削り南東側に埋めたてを行っ

ていると想像される。二の丸では深掘を行わなかっ

たので造成状況は不明である。未完成の城と評価さ

れる新府城ではあるが、大規模な造成が行われ、城

は基本的には整備されていたものと理解でき、前年

度と同じく大きな成果といえる。

遺物の出土状況は、表土とその直下の黄褐色土上

面からの出土がほとんどであり、層位的に時期区分

が難しく、武田勝頼時代と徳川家康段階の明確な区

別は現状では出来ないといえる。

遺構の確認作業が困難を極めている状況は、前年

度と同様であり、戦国大名の城館では基本的に礎石

建物が考えられ、建物のまわりには石組の水路がめ

ぐることなどが考えられるのではあるが、武田勝頼

の築造と徳川家康の改修という時期的な差と二時

期の遺構面の確認は今回も出来なかった。ただし、

鉄釘の出土は何らかの建物の存在を予想させるも

のであり、今後の調査に期待をよせている。さらに、

遺物分布の偏りや集石が検出されることから、機能

的な方面から建物を検討する資料となるものと思

われる。

二の丸南側虎日において、埋没した土塁の中から

門の柱を受ける礎石が検出されたことは、大きな成

果であつた。郭内において礎石等の建物遺構が明瞭

で無かったことに比べて、虎口部分での礎石発見は

今後の整備にむけてひとつの方向性をもたらすも

のとなつたのではなかったかと思われる。

遺物のなかでカフラクは、県内における編年が確

立しておらず、類似した形態のものは、勝沼氏館跡

では館の最末期Ⅲ期の16世紀末にみられ、武田氏館

跡では武田氏滅亡後の徳川氏段階となる16世紀末

のカワラケに似ているようであり、前回の調査と同

様となる。年代決定はやはり陶磁器に頼らぎるを得

ず、常滑焼は若干古手のようであるが、瀬戸・美濃製

品は大窯Ⅱ・Ⅲ期、貿易陶磁は中心が16世紀中頃か

ら後半に比定されるものであるので、およそ遺物全

体は16世紀後半代におかれよう。今後は、武田氏館 (脚

閲ヶ崎館)と の詳細な比較検討が必要となってこよ

う。

なお、東三の丸からは縄文時代前期諸磯式土器・

中期勝坂式上器の破片が出土している。本地域は吉

来生活に適した土地柄であつたといえよう。

史跡指定面積は約257,700だ と広大であり、東三

の丸約220ポ 。二の丸約1∞だの調査面積約325だは、

その0。13%にすぎず、前回と合わせても0.27%と 少

ない。しかし狭小な調査面積であるにもかかわらず、

今回の発掘調査では大きな成果と、いくつかの問題

点や検討課題がもたらされた。整備の基礎資料収集

という当初の目的が果たせたのかどうか不安であ

るが、今後の調査にも期待したい。
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写 真 図 版



図版 1

東三の丸作業風景

東三の丸T-1ト レンチ (南側から)

東三の丸T-2ト レンチ発掘風景

東三の丸T-2ト レンチ (北側から)

東三の丸T-1ト レンチ北側

東三の丸T-1ト レンチ遺物出土状況

出土常滑甕



東三の丸T-1ト レンチ北端集石 東三の丸T-2ト レンチ遺物出土状況

出土カワラケ

一（一注一浄轟 ニ森ｉ
球・搬一議

Ⅲ
東三の丸T-1ト レンチ内断面上層



図版 3

二の丸調査区域空中写真

二の丸地中レーダー探査 二の丸発掘風景



図版 4

二の丸南側虎ロ 二の丸南側虎口土層断面(A一 A′ )

二の丸南側虎口発掘風景 二の丸南側虎口土塁内

二の丸南側虎口土層断面(A― A′西側 ) 二の丸南側虎口掘り下 Iず状況

二の丸南側虎口土層断面(A― A′東側 ) 二の丸南側虎口礎石検出状況



図版 5
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東三の丸出土遺物



図版 6

東三の丸出土陶磁器

東三の丸出土陶磁器
二の丸出土遺物

轟
東三の丸出土陶磁器
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